
 

 

 
  

イイチチゴゴのの高高設設栽栽培培ににおおいいてて、、生生産産株株をを多多年年利利用用すするる「「株株据据置置栽栽培培」」のの開開発発

をを行行っってていいまますす。。本本技技術術はは、、ここれれままででのの育育苗苗作作業業をを省省略略でできき、、イイチチゴゴ栽栽培培のの

省省力力化化（（330000 時時間間//1100aa））をを可可能能ととししまますす。。  

 

技技術術ののポポイインントト①①  
５月上旬～６月上旬に窒素中断を開 

始する。（花芽分化を確認したら，

施肥を再開） 
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技技術術ののポポイインントト②②  
窒素中断期間は、古葉とランナーを

適宜除去する。放任すると、収穫の

中休みがひどくなる。 
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ど収穫できない！！ 

 

C 2004 広島県立農業技術センター 野菜栽培研究部 

本本技技術術にによよりり……  

①早期に花芽分化でき，11 月からの収穫が可能となる。 

②窒素中断期間の作業時間は，慣行栽培の約 3 分の 1 となる。 
 ※慣行栽培では，株の抜き取り･育苗管理･定植作業が必要です。 


